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牧草と園芸　第５１巻第１号（２００３年）

1　はじめに

　昨年の北海道のサイレージ用トウモロコシは，一

部地域に６月の晩霜や雹，強風の影響により初期生

育で大きな被害を受けた圃場が多く認められまし

た。また７月下旬～８月中旬の低温により，すす紋

病が例年より早く発生し，収穫時には茶色に枯れ上

がった圃場や，１０月上旬の台風２１号の影響により倒

伏が多発している圃場も多く認められ，安定多収栽

培がいかに難しいかを思い知らされました。病気や

倒伏は栽培技術により被害を軽減することも重要で

すが，耐病性や耐倒伏性に優れた品種を栽培するこ

とにより，これらの被害を軽減することが十分可能

です。また最近は草丈が高く大柄な品種が増えてい

ますが，サイレージ用トウモロコシは耐倒伏性や耐

病性に優れ，見栄えばかりでなく，中身で多収な品

種を選定することが安定多収栽培につながるポイン

トです。量ばかりではなく品質の良いトウモロコシ

サイレージを給与するためには，収穫時の乾物率や

栄養価やまた茎葉の消化性にも配慮した品種選定を

する必要があります。

　新年を迎えるに当たり「良質な粗飼料」を念頭に

置いた品種選抜のポイントを見直すのも良い機会だ

と思います。今回は今春のネオデント・ニューデン

トの新品種を中心に品種を紹介します。この品種紹

介が今春の作付けに役立てば幸いです。

2　品種の紹介

◎ネオデントシリーズ第４段�

　ネオデント・シンシア９０

１）　冷涼年にも強い�

　シンシア９０は従来のネオデントシリーズのポロシ

リ８２，ピヤシリ８５，ピリカ９０と同様に北海道の在来

種を改良した親系統を利用し，育成しています。そ

のため十勝の条件の悪い場所や冷涼年にも雌穂の登

熟が進み他社品種に比べ子実収量が多収になるのが

特徴的です。当社の過去３か年の試験結果では冷涼

年，高温年ともに安定した収量が確保され評価され

ました。昨年の公的委託試験では他社９０日Ａに比べ

明らかに多収で，他社新９０日Ｂに匹敵するＴＤＮ収

量を示しています（図１）。
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２）　抜群の耐倒伏性�

　シンシア９０は従来のネオデントシリーズと同様に

根張りが良好で，耐倒伏性はこのクラスで最も優れ

ています。昨年の台風２１号の影響で当社上士幌町に

ある試験圃場では，他社９０日Ａに４０％，大柄な他社

新９０日Ｂに５３％の倒伏が発生していますが，シンシ

ア９０は５％のみでピリカ９０やＬＧ２２９０と同様に圧倒

的に優れた耐倒伏性を示しています（図７）。

３）　すす紋病抵抗性が極強�

　従来のネオデントシリーズと同様にシンシア９０の

親系統は，すす紋病を接種し育成されています。そ

のためシンシア９０はレースが変わってもすす紋病に

罹病することが少ない圃場抵抗性を持ち，当社の接

種試験の結果でもピリカ９０並に優れた抵抗性を示し

ています（図２）。

　このクラスはピリカ９０，ＬＧ２２９０がありますが，

すす紋病激発地帯や十勝の条件が悪い地帯にはシン

シア９０やピリカ９０を，すす紋病の問題がない地帯や

条件の良い地帯はＬＧ２２９０をお勧めします。シンシ

ア９０は特に乾物率が高い品種で今まで８５日クラスの

品種を利用していた方々にもお勧めできます。

◎早熟で収量が多収な９５日

　ニューデント９５日：ＬＧ２３０５

１）　根腐病抵抗性が極強�

　ＬＧ２３０５は一昨年に問題となった根腐病抵抗性の

改善を目的に当社で選抜された品種です。根腐病は

高温・多湿条件，窒素や未熟きゅう肥の多投によっ

て発生が助長される病気で，登熟が進むと病徴が認

められ，早生品種では耐病性に優れた品種がほとん

どないのが現状です。一昨年の長沼町の水田転換畑

圃場での試験結果では，他社９５日Ａや他社９５日Ｂに

２０％以上の罹病個体が認められましたが，ＬＧ２３０５

は７％前後のみで優れた耐病性を示しています（図

３）。

２）　早熟でＴＤＮ収量が多収�

　　耐倒伏性も極強�

　ＬＧ２３０５は長穂で登熟が早く，茎葉ボリュームが

あり，ＴＤＮ収量が多収です。昨年の長沼町と八雲

町の成績を表１に示しました。ＬＧ２３０５は他社９５日

Ａや他社９５日Ｂに比べ絹糸抽出期が遅い品種です

が，雌穂の登熟や乾物率はこれらに比べやや高く早

熟です。子実収量は他社９５日Ａ前後でしたが，ＴＤ

Ｎ収量では他社９５日Ａより長沼町で７％，八雲町で

１５％も多収でした。また一昨年の当社北海道研究農

場の試験では倒伏が多発し，他社９５日Ａに６７％，他

社９５日Ｂに２１％の倒伏が発生していますが，ＬＧ

２３０５は９％のみで優れた耐倒伏性を示しました。Ｌ

Ｇ２３０５は道東の条件の良い地帯で従来，９０日や９３日

を利用していた方にもお勧めでき，道央・道南地方

の条件の悪い地帯でも従来の９５日に比べより安定し

　図２　ネオデント・ニューデントのすす紋病抵抗性�
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表１　ニューデント９５日（ＬＧ２３０５）の成績 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （雪印種苗㈱，２００２年）
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た収量が期待できる品種です。

◎道央・道南地方はこの２品種で決まり�

　ニューデント１００日：ＬＧ３４５７

　ニューデント１０５日：ＬＧ２５３３

　このクラスはＤＫ４８３，ＤＫ５３７がご好評を頂いて

いますが，収量性，耐病性を改善した２品種を新発

売致します。１００日のＬＧ３４５７は大柄で茎葉ボ

リュームが豊富な茎葉多収タイプ，１０５日のＬＧ

２５３３はやや草丈が低く，子実多収タイプで特にすす

紋病，ごま葉枯病の抵抗性に優れています。２品種

を使い分ける事で道央・道南地方の方は安定多収栽

培が可能になります。

１）　このクラスナンバーワンの耐倒伏性�

　ＬＧ３４５７，ＬＧ２５３３共に耐倒伏性に大変優れてい

ます。昨年の八雲町における約９千本／１０ａの密植

栽培では，１０月上旬の台風２１号の影響で他社１００日

Ａに１２％，他社１０５日には２６％の倒伏が多発してい

ますがＬＧ３４５７とＬＧ２５３３の倒伏はそれぞれ１％と

９％のみでした。１００日のＬＧ３４５７は大柄な品種で

すが，このクラスでは最も耐倒伏性に優れる品種で

す。

２）　根腐病抵抗性も極強�

　ＬＧ３４５７，ＬＧ２５３３ともに根腐病抵抗性が改善さ

れています。一昨年の北海道研究農場の試験結果で

は，他社１０５日に５０％前後の罹病が認められ，耐病性

が中位である他社１００日にも１５％の罹病が認められ

ていますが，ＬＧ２５３３やＬＧ３４５７には全く罹病個体

が認められませんでした。従来，根腐病が問題に

なった圃場には特にお勧めできる品種です。

３）　ＬＧ３４５７とＬＧ２５３３の使い分け

　ＬＧ３４５７は稈長が高く，１１０日並のボリューム感

があり大変見栄えのする品種で，一昨年の長沼町，

八雲町の平均ではＴＤＮ収量が他社１００日Ａや１００日

Ｂを明らかに上回り，１０５日Ａを上回る収量性を示

しました（図４）。今後は道央・道南地方の中心品種

として期待できる品種です。ＬＧ３４５７のすす紋病，

ごま葉枯病抵抗性は中位で道央・道南地方のほとん

どの地帯では問題のないレベルにありますが，激発

地帯では厳しくなります。逆にＬＧ２５３３はすす紋

病，ごま葉枯病ともに最も優れた抵抗性を示し激発

地帯にも十分耐え得る耐病性を示しています。その

ため道央・道南地方の葉病害が多発する地帯には特

にＬＧ２５３３をお勧めします（図５）。

◎北海道優良品種候補に決定�

　ニューデント８５日：リッチモンド

　８５日クラスのリッチモンドは昨年の台風２１号によ

る倒伏がほとんどなく各地で好評です。昨年の上士

幌試験地では大柄な他社８５日に倒伏が多発していま

すが，リッチモンドの倒伏は０％で当社の販売品種

の中でも際だった耐倒伏性の強さを示しています

（図７）。リッチモンドは他社品種に比べ草丈が低

くガサのない品種ですが公的委託試験における３か

年の平均では，十勝農試，北見農試，上川農試の３

場所と士別現地で標準品種の他社８２日に比べ多収を

示し，他社９０日Ａと比べても士別現地を除いてむし

ろ各地で多収を示しています。この多収性の要因は

早熟性にあります。各試験地の乾物率を比べると

リッチモンドは他社８２日や他社９０日Ａに比べ，総体

乾物率が２～４％高くなっています。そのためリッ

チモンドは乾物で多収な品種で条件の悪い場所や冷

涼年にその力を発揮します。

　またリッチモンドはすす紋病抵抗性にも優れ（図

２），抵抗性は耐病性品種のピリカ９０に匹敵し，極早
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　図５　１００～１０５日クラスのすす紋病，ごま葉枯病抵抗性�
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生クラスではＬＧ２１８４と共に激発地帯に利用され各

地で好評を得ています。

◎茎葉消化性に優れたニューデントシリーズ

　ニューデント８５日：リッチモンド

　ニューデント８５日：ＬＧ２２６５

　８５日クラスの茎葉消化性を酵素法で分析しました

（表２）。一昨年，昨年の２か年の結果，リッチモン

ドとＬＧ２２６５は他社品種に比べ茎葉のＯＣＣ（細胞

内容物）とＯａ（高消化性繊維）の部分が多く，難

消化性の繊維にあたるＯｂの部分が少なく，消化率

で３～５％高いことが明らかです。サイレージ用ト

ウモロコシの雌穂は８０％以上が消化され，殆ど品種

間差はありませんが，茎葉とくに稈の部分には品種

間差があり，茎葉消化性に優れた品種を選ぶことに

より牛の乾物摂取量も高くなることが期待できま

す。リッチモンドとＬＧ２２６５はまさにサイレージ用

に優れた品種です。

　８５日クラスはすす紋病が多発する地帯には耐病性

が優れたリッチモンドを，すす紋病の心配がない地

帯でガザを含めたボリューム感を重視する方はＬＧ

２２６５をお勧めします。

◎９０日クラスのベストセラー：北海道優良品種

　ニューデント９０日：ＬＧ２２９０

　道東地方の安定多収栽培には，長年，多くの方々

に利用され信頼されているＬＧ２２９０をお勧めしま

す。ＬＧ２２９０の草姿は茎葉ボリュームが特に豊富

で，根張りが良く稈が強いのが特徴的で，特に耐倒

伏性に優れ各地で好評です。昨年の上士幌町ではピ

リカ９０，シンシア９０と共にこのクラスの他社品種に

比べ優れた耐倒伏性を示しています（図７）。雌穂は

太くてやや晩熟ですが，特に条件の良い訓子府町や

芽室町ではＴＤＮ収量が他社９０日Ａに比べ明らかに

多収です。今後も道東地方の主力品種として期待さ

れる品種です。

◎道東地方の秋播き小麦の前作に最適�

　ニューデント８０日：ＬＧ２１８４

　ネオデント８２：ポロシリ８２

　道東地方の秋播き小麦前作にはＬＧ２１８４，ポロシ

リ８２が適しています。ＬＧ２１８４はやや短稈ですが，

雌穂の登熟が早く条件の悪い地帯でも収量が確保で

きます。またすす紋病抵抗性については７５～８２日ク

ラス唯一の耐病性品種で，病気が問題になる地帯に

もお勧めできます（図２）。

　ポロシリ８２はネオデントシリーズの極早生品種で

雌穂の稔実性に優れ根張りが良好で耐倒伏性にも優

れ，１万本／１０ａの密植栽培が可能です。トウモロ

コシは密植栽培すると倒伏しやすくなり，雌穂の登

熟が遅れ不稔も多くなります。ポロシリ８２はこれら

の密植栽培のストレスに強く，ピヤシリ８５と共に１

万本／１０ａ栽培が可能です。早生品種はもともと収

量が少なく満足できない方が多いですが，密植栽培

であれば多収が狙えます。秋播き小麦の前作でより

収量を確保したい方はポロシリ８２の密植栽培をお勧

めします。

3　おわりに

　今回は今春の新品種を中心に品種紹介しましたが

すでに普及している品種も各地で好評です。道北・

根釧地方の限界地帯向けに早熟でＴＤＮ収量が多収

なＬＧ２１９５（７５日），すす紋病抵抗性に優れるピリカ

９０や，道央・道南地方向けの耐倒伏性に優れたＤＫ

５７９（１１０日），また道南地方の条件の良い地帯向け

のＤＫ５６７（１１０日）も昨年は耐病性を中心に評価を

頂いています。

　今年の品種選抜についてご質問がありましたら最

寄の営業所もしくは下記の宛先まで連絡頂ければ幸

いです。今年は天気に恵まれ牛にとって良い粗飼料

が確保できることを願っています。

　図７　ネオデント・ニューデントの耐倒伏性�
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表２　リッチモンド＆ＬＧ２２６５の茎葉消化性 　　 （雪印種苗㈱）

消化率
（％）

リグニン
（％）

Ｏｂ
（％）

ＯＣＣ＋Ｏａ
（％）

品種名

５６．１
５５．０
５１．４
５１．９
５１．４

５．３
５．５
６．４
６．８
５．５

５４．３
５５．９
５８．７
６１．８
６０．２

４３．７
４１．９
３６．８
３６．１
３６．２

２０００年
リッチモンド
ＬＧ２２６５
他社８５日Ａ
他社８５日Ｂ
他社８５日Ｃ

５３．２
５１．８
４９．６
４９．３
４９．６

５．１
５．０
５．４
６．３
６．０

５０．４
５２．３
５３．９
５７．０
５５．９

４１．９
３９．７
３６．５
３５．０
３５．７

２００１年
リッチモンド
ＬＧ２２６５
他社８５日Ａ
他社８５日Ｂ
他社８５日Ｃ

ＯＣＣ：細胞内容物（デンプン，タンパク，糖，粗脂肪など）
Ｏａ：高消化性繊維
Ｏｂ：難消化性繊維


